
平成３０年度京都市民健康づくり推進会議 

たばこ対策推進部会及び適正飲酒推進部会 摘録 

 

１ 日時 平成３１年３月２０日（水）１４：００～１５：０５ 

 

２ 場所 職員会館かもがわ３階 大多目的室 

 

３ 次第 

（１） 開会挨拶 京都市保健福祉局健康長寿のまち・京都推進室長  

（２） 議事 

  ① 京都市たばこ及び飲酒に係る取組について 

事務局 

 

京都禁煙推進研究会 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

京都禁煙推進研究会 

 

 

事務局 

 

 

 

京都大学健康科学センター 

 

 

事務局 

 

 

京都禁煙推進研究会 

 

 

事務局 

 

● 資料３及び資料４の説明 

 

◯ 改正健康増進法では，資本金または出資額の総額が５，０００万円以下で

あり，かつ客席面積が１００㎡以下の既存の飲食店については経過措置制度

を利用することができるが，京都市内で経過措置制度を利用できる店舗数は

どのくらいか。 

 

● 経過措置制度を利用できる店舗数については把握していないが，国の資料

では，全飲食店のうちの約５５％が経過措置制度を利用できると推計されて

いる。 

 

◯ 改正健康増進法の内容では，受動喫煙をゼロにすることは難しい。東京都や

大阪府などのように，条例等の策定は考えているのか。 

 

● 本市としては，法律に基づく受動喫煙防止対策を徹底していく。また，  

チラシや市政広報板等を活用したきめ細やかな周知を行うとともに，受動喫

煙防止対策の必要性についても啓発していく。 

 

◯ 受動喫煙防止対策に係る実態調査の結果について，大学も第一種施設に含

まれているのか。また，具体的な改善時期等も調査しているのか。 

 

● 大学も第一種施設に含まれている。実態調査では，現在の状況や法施行後

の対応，改善時期等について調査している。 

 

◯ 平成３１年度の取組として，「飲食店における受動喫煙防止のための標識掲

示の徹底」とあるが，どのような内容か。 

 

● 店内を喫煙可能とする飲食店だけではなく，禁煙とする飲食店についても

標示を求めるほか，それらのステッカーを本市が作成し，全飲食店に配布す



 

 

京都禁煙推進研究会 

 

 

 

事務局 

ることで，受動喫煙防止対策を徹底していく。 

 

◯ 標識について，２０歳未満が立ち入り禁止である旨は記載があるようだが，

もっとわかりやすく強調していただくとともに，妊婦への配慮も含めた記載

を検討いただきたい。  

 

● 標識作成時に検討させていただく。 

   

②  たばこ及び飲酒対策に係る平成３０年度取組状況及び平成３１年度取組予定（構成団体分）に

ついて 

京都禁煙推進研究会 

 

 

 

 

 

京都府歯科医師会 

 

 

 

 

 

 

 

京都府看護協会 

○ 今年度は現在問題になっている，新型タバコへの対応について９月に禁煙外

来講習会を行った。また，紙巻タバコだけではなく新型タバコも含めて卒煙

をサポートする講習会も開催し，多くの方に参加いただいた。次年度の取組

としては，世界禁煙デーin 京都として，６月に京都女子大学で健康増進法の

改正をテーマに講演会を開催する。内容の詳細を京都府及び京都市と検討し，

皆様にお知らせさせていただく。 

○ 歯科医師会では，歯のひろば，いい歯の日週間行事において禁煙推進研究会

の協力を得て禁煙や受動喫煙防止の啓発を実施している。次年度は，歯科医

院に受動喫煙防止のポスターを掲示し，その危険性等を来院者に周知徹底し

ていく。 

  新型タバコの喫煙者は，歯科医院等で口の中を拝見する際に，口腔内への過

剰な着色や匂いが少ないため，支援者側も気づきにくい。新型タバコへの対

策について，この会議で共有でしていきたい。 

 

○ この数年，卒煙支援に関わる看護職の裾野を広げる取組を進めたいと考えて

いるが難しい。平成２９年度から卒煙支援者研修を始めており，今後も継続

したい。 

  また，京都禁煙推進研究会の協力を得て，看護学生を対象に，学校の授業の

一環で，禁煙に関する知識の周知を行っている。 

 

  ③ 市民の健康づくりに関する目標の設定，リーフレット当の作成について 

事務局 

 

京都府歯科医師会 

 

 

議長 

● 資料６の説明 

 

◯ 口腔分野について，むし歯の内容しか記載がないが，歯周病についても触

れる必要があるのではないか。 

 

◯ スペースの関係もあるかと思うが，たばこ分野では受動喫煙に関する内容

も記載があるとよいのではないか。 

 

（３）閉会挨拶 京都市保健福祉局健康長寿のまち・京都推進室 保健担当部長 


